
調査研究報告書バックナンバー

■ 総合調査
石見銀山遺跡総合調査報告書 平成5年度〜平成10年度（島根県教育委員会・大田市教育委員会・温泉津町教育委員会・仁摩町教育委員会）
・第１冊 遺跡の概要 1999年刊
・第２冊 発掘調査・科学調査編 1999年刊
・第３冊 城郭調査・石造物調査・間歩調査編 1999年刊
・第４冊 歴史文献研究会編 1999年刊

小葉田淳 石見銀山をめぐる諸問題
田中圭一 わが国銀山開発に於ける石見人の役割〜「高野山浄心院過去帳」を中心に〜
井上寛司 中世の石見銀山と温泉津
武野要子 神屋寿禎と石見銀山
鈴木一義 石見銀山〜技術立国日本のルーツ〜
田中健夫 16世紀の倭寇と銀―東アジアにおける銀貿易の背景―
村井章介 石見銀山と倭人ネットワーク
斯波義信 16・17世紀における中国の海事交渉と銀需要
松浦章 明清時代における日本銀の中国流入
田代和生 近世日朝貿易における銀輸出
山田慶児 中国の灰吹法
永積洋子 オランダ史料から見た輸出銀
藤田加代子 オランダ東インド会社史料による日本銀輸出の数量的考察
ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾖﾘｯｾﾝ 16世紀イエズス会と日本

・第５冊 石見銀山関係歴史年表 1999年刊
・第６冊 民俗調査・港湾調査・街道調査編 1999年刊
・ダイジェスト版 1999年刊

石見銀山遺跡総合調査報告１ー平成5〜10年度調査・石銀地区ー（島根県教育委員会・大田市教育委員会）1999年刊

石見銀山遺跡調査ノート（島根県教育委員会・大田市教育委員会・温泉津町教育委員会・仁摩町教育委員会発行）
・１ 2002年刊

松岡美幸 石見銀山の鉱山社会と法的規制について
遠藤浩巳 長安寺と豊栄神社
石造物調査部会 豊栄神社の石造物
鳥谷芳雄 大森地区の一石五輪塔・組合せ宝篋印塔の一例
今岡司郎 於紅ヶ谷地区出土の鉄砲関係品について
中田建一 宮ノ前地区出土の須恵器

・２ 2003年刊
和田美幸 江戸時代初期の2通の書状について
遠藤浩巳 石見銀山遺跡出土の木製品と保存処理
鳥谷芳雄 温泉津町西田地区採集の蹄鉄について

・３ 2004年刊
目次謙一 石見銀山関連の新出史料
遠藤浩巳 石見銀山遺跡の古植生の検討
鳥谷芳雄 羅漢寺五百羅漢の造立棟札

・４ 2005年刊
仲野義文 環境の視点から見た石見銀山
鳥谷芳雄 元長楽寺所蔵の軸箱蓋銘
鈴木一義 石見銀山遺跡を世界遺産に推薦する

・５ 2006年刊
中木紗友美 大森町における郷宿の経営についての覚書
仲野義文 石見銀山の山師について
吉原道夫・鳥谷芳雄 蒙山遺跡見学記-中国銀鉱山遺跡の一例-

・６ 2007年刊
中木紗友美 石見銀山領における郷宿と下宿
目次謙一 石見銀山遺跡昆布山谷地区の出土銭貨について
田原淳史 矢筈城跡表採資料について

・７ 2008年刊
鳥谷芳雄 温泉津金剛院の宝篋印塔基礎について
目次謙一 新出の大森鉱山関係資料について
中木紗友美 銀山町の郷宿について
仲野義文 広島大学中央図書館所蔵の「屋敷坪数取調帳」について



■ 間歩調査
石見銀山遺跡平成25年度間歩調査概報（島根県教育委員会・大田市教育委員会） 2014年刊

■ 文献調査
石見銀山歴史文献研究会報告書（特に表記がない場合は島根県教育委員会発行）
・第1回石見銀山歴史文献研究会報告書（平成9年度）1997年刊

ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ・ﾖﾘｯｾﾝ 16世紀イエズス会と日本
村井章介 石見銀山と倭人ネットワーク
田中健夫 16世紀の倭寇と銀ー東アジアにおける銀貿易の背景―
永積洋子 オランダ史料から見た輸出銀

・第2回石見銀山歴史文献研究会報告書（平成9年度）1997年刊
藤田加代子 オランダ東インド会社史料による日本銀輸出の数量的考察
田代和生 近世日朝貿易における銀輸出
松浦章 明清時代における日本銀の中国流入
武野要子 神屋寿禎と石見銀山
斯波義信 16・17世紀における中国の海事交渉と銀需要

・第3回石見銀山歴史文献調査団報告書 1998年刊
山田慶児 中国の灰吹法
小葉田淳 石見銀山をめぐる諸問題
井上寛司 中世の石見銀山と温泉津
鈴木一義 石見銀山〜技術立国日本のルーツ
田中圭一 わが国銀山開発に於ける石見人の役割

・石見銀山歴史文献調査団報告書（石見銀山歴史文献調査団編集発行）1998年刊
  脇田晴子 石見銀山歴史文献調査団報告書

田中圭一・原田洋一郎 現地調査報告‥島根県外の鉱山を中心とする‥
ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ・ﾖﾘｯｾﾝ 調査研究報告
藤田加代子 オランダ貿易関係文書調査‥調査経過報告

石見銀山編年史料綱目（石見銀山歴史文献調査団編集/島根県教育委員会発行）2002年刊

石見銀山関係論集（石見銀山歴史文献調査団編集/島根県教育委員会発行）2002年刊
脇田晴子 石見銀山と大航海時代
田中圭一・原田洋一郎 石見銀山をめぐる人々
佐伯徳哉 石見銀の東アジア流出をめぐる戦国期西国地域権力・社会
松岡美幸 16世紀末期における毛利氏の石見銀山支配と鉱山社会ー吉岡家文書を中心としてー
仲野義文 江戸中期における石見銀山の経営
大國晴雄 石見銀山「柵内」の復元
鳥谷芳雄 国絵図の中の石見銀山・山内表現
岩屋さおり 近代の石見銀山ー大森鉱山時代の経営・労働・生活ー
遠藤浩巳 近世石見銀山の鉱山技術ー文献資料の分析を中心にー
中田健一 石見銀山遺跡における製錬遺構
目次謙一 石見銀山遺跡の出土無文銭について
大西信行 16世紀朝鮮半島における倭銀の流通とその条件
龐新平 16・17世紀における広東・日本間の密貿易と銀交易
岡美穂子 近世初期の投資貿易に関する一考察ー二代目末次平蔵の投資・融資法ー
ﾖﾘｯｾﾝ・ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ 巡察師ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ・ｳﾞｧﾘﾆｬｰﾉ（1539-1606）と日本イエズス会の貿易活動ー僅かなノートから―

石見銀山史料解題 銀山旧記 2003年刊

<平成15年度>石見銀山歴史文献調査団古文書調査報告書（石見銀山歴史文献調査団編集/島根県教育委員会発行） 2004年刊

石見銀山の社会と経済 石見銀山歴史文献調査論集 2017年刊
仲野義文 近世初期における石見銀山役人宗岡氏の動向と活躍について
藤原雄高 代官井戸平左衛門の事績と顕彰
原田洋一郎 十八世紀の石見銀山料港町における銑・鉄取引 -宅野浦の廻船商人増屋の活動を手がかりに-
小林准士 十九世紀半ばにおける石見国銀山附幕領の経済状況と｢銭遣い｣
鳥谷智文 石見国銀山附幕領沿岸部の諸家における経営動向についての試論
矢野健太郎 石見銀山の幕末を生きた武士 -｢石見銀山附地役人｣の明治維新-



■ 街道調査
石見銀山街道（島根県教育委員会・大田市教育委員会・温泉津町教育委員会・仁摩町教育委員会）
・鞆ケ浦道・温泉津沖泊道調査報告書 2004年刊

中村唯史 街道・湾港付近の自然と生業 地形と地質
大畑純二・葭矢崇司 街道・湾港付近の自然と生業 石見銀山街道周辺の生物について
多田房明 鞆ヶ浦、温泉津沖泊道の成立と変遷 街道周辺の地元伝承から
黒田祐一 鞆ヶ浦、温泉津沖泊道の成立と変遷 鞆ヶ浦付近の歴史地理的検討
佐伯徳哉 鞆ヶ浦、温泉津沖泊道の成立と変遷 鞆ヶ浦道の成立・衰退とその歴史的背景
佐伯徳哉 鞆ヶ浦、温泉津沖泊道の成立と変遷 温泉津沖泊道の成立とその歴史的背景
仲野義文 鞆ヶ浦、温泉津沖泊道の成立と変遷 銀山と周辺地域の近世集落と交通
鳥谷芳雄 街道遺構と関連物件 石見銀山街道の遺構と現況
宮本徳昭 街道遺構と関連物件 沿線と周辺の石造物
浅川滋男 建造物編
的野克之 付論：旧家所蔵の美術品 -山崎家-

・鞆ケ浦・沖泊集落調査報告 2005年刊
中村唯史 港湾付近の地形と地質 沖泊・鞆ヶ浦とその周辺の地形・地質
佐伯徳哉 港湾の歴史と機能 銀山開発から盛期における鞆ヶ浦、温泉津・沖泊
仲野義文 温泉津湾内の諸港と機能 -温泉津・沖泊を中心に-
佐伯徳哉 湾港の文化的景観 〔有形の景観〕鞆ヶ浦・沖泊地域の平面構造
足立克己 湾港の文化的景観 〔有形の景観〕港湾集落の発掘調査
鳥谷芳雄 湾港の文化的景観 〔有形の景観〕沖泊・鞆ヶ浦のおける繁留遺構 付 沖泊の石切場跡他調査報告
宮本徳昭 湾港の文化的景観 〔有形の景観〕集落と周辺の石造物と石材
多田房明 湾港の文化的景観 〔無形の景観〕地域の信仰・祭礼

■ 比較研究
世界遺産比較研究 世界遺産金銀鉱山と石見銀山遺跡（島根県教育庁文化財課世界遺産登録推進室）2006年刊

佐伯徳哉 調査の前提と経緯
佐伯徳哉 欧州編 スロバキア共和国ﾊﾞﾝｽｶ･ｼｭﾃｨｱｳﾞﾆﾂｧ(世界遺産登録推薦書添付図面)・ドイツ連邦共和国ﾗﾝﾒﾙｽﾍﾞﾙｸ鉱山と古都ｺﾞｽﾗｰ
吉原道夫・鳥谷芳雄 中国編 中華人民共和国 鉱山遺跡に関する海外比較調査報告書―中国の銀鉱山遺跡との比較―
足立克己 中南米編 メキシコ合衆国 ボリビア共和国
佐伯徳哉 比較調査のまとめ

鉱山遺跡の顕著な普遍的価値と保存管理に関する専門家国際会議
（文化庁・島根県・島根県教育委員会・大田市・大田市教育委員会・温泉津町・温泉津町教育委員会・仁摩町・仁摩町教育委員会教育委員会）
・アブストラクト（日本語）2005年刊

田中琢 石見銀山遺跡の全体像と調査・保護 石見銀山遺跡とは
ﾍﾝﾘｰ･ｸﾘｱ 世界遺産条約における産業遺産
ｽﾁｭｱｰﾄ･B･ｽﾐｽ TICCIHと世界遺産

・アブストラクト（英語）同上
・報告書（日本語） 2005年刊

田中琢 石見銀山遺跡とは
ﾍﾝﾘｰ･ｸﾘｱ 世界遺産条約における産業遺産
ｽﾁｭｱｰﾄ･B･ｽﾐｽ TICCIHと世界遺産
ｳﾞｨｴﾗ･ﾄﾞｳﾞｫｼﾞｬｰｺｳﾞｧ バンスカー・シュティアヴニツァの市街地および周辺の産業遺跡の重要性
ｲﾈｽ･ｴﾚｰﾗ･ｶﾅﾚｽ 16世紀〜19世紀にかけてのラテンアメリカの鉱業と冶金の意義
ｸｩｵ･ﾁｬﾝ 顕著な普遍的価値を有する鉱山遺跡とその世界遺産リストへの登録 

副題：〈鉱山遺跡の顕著な普遍的価値と保存管理に関する専門家国際会議〉におけるプレゼンテーション
井澤英二 日本の鉱山遺跡と石見銀山遺跡の特徴
大田由紀夫 16・17世紀における銀とアジア経済―中国を中心として―
村上隆 石見銀山における採鉱技術に関する科学的調査結果
藤岡大拙 記憶に残る石見銀山の姿
稲葉信子 石見銀山が生んだ伝統的建造物群の特徴
西村幸夫 石見銀山の文化的景観とその顕著な普遍的価値
佐伯徳哉 石見銀山遺跡の推薦書コンセプトと顕著な普遍的価値について
大國晴雄 「石見銀山の産業遺跡とその文化的景観」の保存管理

・報告書（英語） 同上


